












































































































































































































































































































































































































































































明治 4 年 天草移民団入植
明治 6 年 読み書きの上手な田崎万蔵宅で寺子屋式教
育始める































大正 2 年 低温と大暴風雨で稔りかけた水稲、農作物
流出
大正 4 年 西舎・杵臼を合併し浦河町となる













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































R, Stavenhagen, Peasant Societies and Development, R,
スタベンハーゲン/山崎・原田・青木訳『開発と
農民社会―ラテンアメリカ社会の構造と変動―』
岩波書店1981、49
付記
浦河への移住は、天草移民団だけではない。同じ年、
長崎からの移住者が杵臼に隣接する西舎に入植した。
兵庫県三田からの移住も続いた。小論はもっぱら天草
― 95 ―
社会福祉　第52号　2011
移民団に限定した。なお、付言するなら、今回われわ
れは天草移民団（北海道）を取り上げた。天草の周縁
性は北海道の移住団を観察するだけではわからない。
この土地の周縁性は、多分、シベリアや中国大陸そし
てアジアに出て行った女性たちの存在を通じてより鮮
明にされるであろう。もちろん天草だけではない。日
本の近代は周縁化された女性たちによって支えられて
いた。その解明はわれわれに与えられた次の課題であ
る。
共同執筆の分担についても記述したい。本論は、「問
題の所在」と「まとめに代えて」、および「北海道浦河
―集落杵臼の形成と現在（戦後）の一部（インタビュー
の部分）」は内藤が、天草移民団の背景―天草の経済社
会状況と天草移民団―と、北海道浦河―集落杵臼の形
成と現在（戦後）―は佐久間がそれぞれ分担執筆し、
相互に推敲を重ねた後、全体を通して内藤が加筆修正
を行った。
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